
 
 

表 中間支援の活動プロセスにおけるポイント・留意点 

●：ポイント ●：課題 

活動 

プロセス 

体 制 

北海道 夕張市 青森県 田舎館村 石川県 金沢市 長野県 上田市 広島県 安芸高田市 福岡県 久留米市 

（１） 

取組の背

景・動機 

●夕張市は財政再生団体であり、財政再

建を最優先とするため、地域活性の基

礎となるべき産業振興策や住民に必要

な施設整備などが制約されたことによ

り、地域の活性力の弱体化が懸念され、

夕張市民としての誇りまでも喪失せざ

るを得ない状況となっている。 

●住民や民間団体だけで地域活性化に

取り組むには限界があり、かつリスク

も大きい。せっかく発芽した地域活性

化の芽を摘むことが無いよう、リスク

を最小限とするため、ハンズオンによ

る支援が求められている。 

●地域づくり活動の担い手となるＹＹ

Ｐは、夕張駅周辺を拠点として、地域

の活性化に向けた活動を自らが主体と

なって取組むために、地元事業者を中

心に発足した任意団体である。ＹＹＰ

結成後に、自ら地域づくりに向けた具

体的な活動を進めるにあたって、地域

活性力の弱体化が進む現実にぶつか

り、その課題の大きさにどのように優

先順位をつけて取り組めば良いか分か

らない状況になった。 

●田舎館村の「田んぼアート」は年間 32

万人を越える来場者が訪れる優れた地

域資源であるが、村内に宿泊施設や飲

食できる場所がないことや、めぼしい

お土産品がない等、村がその恩恵を十

分に享受できているとはいえない。ま

た、村民が、主体的かつ継続的に外貨

を獲得するための意識の醸成が大きな

課題となっている。 

●田舎館村の農家が中心となって構成

されている任意団体「田園」未来を築

く会は、村営の埋蔵文化センター等、

村内 3 施設の指定管理を行っており、

弥生時代から脈々と受け継がれてきた

米づくり文化の継承を目的として、米

を使った商品づくり等を行っている

が、商品のプロモーションやマーケテ

ィング等に関する知見がなく、販売面

での課題を抱えている。 

●担い手のスタッフの高齢化や人材不

足も課題となっており、より若い世代

の参画も課題となっている。 

●金沢市東原町は、人口減少（過去 20 年

で 4割減少）・高齢化（人口 115 人・65

歳以上 44 人高齢化率 38％）が進み、

深刻な担い手不足によって地域の活力

が急速に失われつつある集落である。

そこで、町の維持と活性化をめざし、

NPO 法人くくのちが先進的に活動して

いるが、加工品の生産に関する設備や

外注先を確保できておらず、十分な事

業収入につながっていない。また、新

たな取組を企画・実行するために必要

なスタッフの雇用も難しい状況にあっ

た。 

●金沢市湯湧は、人口減少・高齢化・害

獣被害による農業被害が深刻さを増し

ている地域である（湯涌校下：世帯数

445 世帯、人口 951 人、高齢化率

35.6％）。地元には、これまで地域課題

を共有し解決しようとする組織はなか

ったが、地域の既存団体や学生などの

有志からなる新たな組織を設立すると

ともに、地域おこし協力隊の受け入れ

が決まる等、地域づくりに向けた機運

が高まっていた。担い手となる

LIFESTYLE は、獣害問題解決に向けて

若手狩猟者を増やす取り組みを始めて

いたが、取組の事業化に向けた料金体

系の整備や事業戦略のノウハウが不足

しており、事業内容自体は先進的であ

るものの実現可能性に乏しい状況であ

った。 

●上田市は、人口約 16 万人の典型的な

地方中心都市であり、全国の地方同様

に、高齢化による農業者の減少および

担い手の不足にともなう遊休荒廃地の

増加が課題となっている。特に、長野

県は農業従事者数が全国４位でもあ

り、農業は主要な産業であることから、

農業の衰退は経済の衰えにつながるこ

とが懸念される。 

●全国のひきこもりやニート等の若年

無業者は約 80 万人といわれており、単

純に上田市の人口比率で換算すると、

不登校 177 人、ニート 780 人、ひきこ

もり 1,020 人となり、市内の若者 80 人

に１人は働いていない換算となる。一

方、若者１人が社会復帰した場合、社

会への効果は便益１億円とも言われて

いる。 

●若者無業者の自立の一歩として重要

視されている中間就労としての農業が

確立できれば、新たな雇用の創出にも

つながるとともに、農業で問題となっ

ている就業者の高齢化や耕作放棄地の

増加といった課題解決にも寄与できる

と考えられる。 

●合併後 10 年が経過する中、これまで

様々な活動に取り組んできたが、人口

減少、少子高齢化の進展を止めるには

至っていない。 

●自然災害の脅威による安全・安心意識

の高まり、経済規模の縮小による地域

活力の低下等、社会情勢は大きく変化

し続けている。 

●NPO 法人百華倶楽部は、空き店舗・空

き家を活用して、様々な教室やイベン

ト等を行ってきたが、外部からの参加

が少ない（参加者が地域に偏ってい

る）、事業化には至っていない等の課題

があった。 

●これまで地域では、裏作として大麦を

栽培してきたが、単価が安く農家の収

入源としては小さかった。そんな中、

農業法人が機能性大麦「キラリもち」

の生産を始め、「キラリもち」は健康食

品として注目されていることもあり、

この大麦を使って付加価値をつけた商

品開発に取り組むことにより、地域の

新たな農作物の生産や特産品の販売等

につなげられるかもしれないという機

運が高まっていた。 

●福岡県南部に位置する筑後地域は、久

留米絣や大川家具、八女和紙等の伝統

産業・地場産業が多く残っている地域

である。久留米市は人口約 30 万人の中

核市であるが、就業機会の不足などに

よる若年層の人口流出等の課題も抱え

ており、豊かな地域特性を活かした活

性化が求められている。 

●久留米絣は、約 200 年前に考案された

織物で、昭和 32 年には重要無形文化財

に指定され、昭和 52 年には経済産業大

臣指定の伝統的工芸品に指定されてい

る。最盛期には数百にも及ぶ織元があ

ったと言われているが、洋装化などの

着物需要の減少に伴い生産量も減少

し、現在、筑後地域に 20 数軒の織元を

残すのみとなっている。若い後継者が

織元を継ぎ新たな取り組みに挑戦する

一方で、多くの織元では後継者不足に

直面している。 

●久留米絣は、図案作成をしてから、経

糸緯糸を括り、あらかじめ染め分けた

糸を用いて図案を織り上げていくとい

う非常に手間暇がかかる織物で、木綿

の反物としては高価格となっている。

また、伝統的なデザインが主流のため、

若年層への訴求力が弱い、現在のライ

フスタイルに合った展開が弱いといっ

た課題や、問屋の減少により織元と小

売りをつなぐルートの減少や、織元の

小売りに対する営業力不足（労力・資

金力等）などの課題がある。 

（２） 

体制構築

のきっか

け 

●はまなす財団は北海道および北洋銀

行との間で人事交流等の連携が図られ

ていることに加え、北洋銀行は北海道

及び夕張市の指定金融機関であるな

ど、夕張コンソを構成する主体間で強

固な連携関係を有している。 

●それぞれが連携することで、はまなす

財団単独による支援以上のきめ細やか

な支援効果が期待できた。 

●田舎館村と青森県中南県民局は、「田

んぼアート」という重要な地域資源を

中核とした地域づくりを進めていくこ

とを表明していたが、そのために必要

となる具体的な担い手の育成に課題を

感じていた。 

●プラットフォームあおもりは、村内唯

一の金融機関である東奥信用金庫と本

事業開始以前から、長年取引先企業を

対象にした企業研修会「しんきん拠点

研修」を共同で企画運営してきた経緯

があった。 

●東奥信用金庫庫の地域支援部は、地域

づくりにおいて共通の課題を持ってい

たため、協議会に加わる事となった。 

●株式会社ガクトラボは、学生や若者を

インターンとして地域の新たな事業創

出等に取り組む事業者とのマッチング

に取り組んでおり、特に地域づくりに

熱心に取り組む２つの担い手の支援に

も関わっていた。 

●株式会社迅技術経営では、３年ほど前

から NPO の経営支援にも関わってお

り、大きな課題となる収益事業化の支

援、金融支援等も含めて行ってきた。

それらの実績やノウハウも活かして支

援に関わる意向が高かった。 

●株式会社北國銀行では、顧客の課題を

把握し、課題解決に向けた専門チーム

を組んで支援する課題解決型営業に取

り組んでおり、中間支援体制との親和

性があった。 

●金沢市は、「学生のまち市民交流館」と

いう施設を持ち、場の提供や学生活動・

市民活動・起業・創業支援等に取り組

んできた。 

●若者無業者等の支援に取り組む担い

手の事業熟度は高く、若者の就労支援

にもつながる農業に関する取組拡大を

考えていた。 

●アイダオは NPO 支援に取り組んでお

り、担い手への支援実績があった。 

●上田市は、農業振興を大きな課題と

して捉えており、担い手のこれまでの

活動に対する評価もあった。 

●事業実施以前、アイダオが担い手に

対して事業戦略策定等のコンサルティ

ングを行った実績、関係性があった。 

●担い手は八十二銀行との取引を続け

ており、事業性・社会性の観点で、八

十二銀行からの信頼性が高かった。 

●こうだ 21 では、芸備線の活用に向け

て、より積極的に地域づくり活動の支

援に取り組もうとしていた。 

●安芸高田市では、人口減対策として、

市民の流出を抑制するとともに、外か

らの若い世代の呼び込みに力を入れて

いくことに取り組んでいた。また、空

き家・空き店舗の利活用にも積極的で

あった。 

●広島銀行では、中期経営計画の中で、

地方創生への積極的なコミットを戦略

の柱のひとつとしており、地方の課題

は当行の課題として事業を推進してい

た。 

●久留米市では、伝統産業の振興を重要

な施策の柱に位置付けており、具体的

な展開をどうするか考えていた。 

●筑邦銀行は、筑後地域の活性化に向け

て地域に根差した事業展開を重視して

おり、伝統産業の事業者に対し、事業

計画の策定支援や金融支援を実施して

きた実績があり、クラウドファンディ

ングの活用手法も構築していた。 

●Eまちｌａｂは、平成 27 年度の福岡県

事業「体験プログラム開発・専門ガイ

ド養成業務」にて、久留米絣の織元を

訪ねる体験プログラムの開発及びガイ

ドの育成を支援した経緯で担い手との

関係性があった。 

（３） 

支援対象

の選定 

●本事業の実施以前より、はまなす財団

が独自に実施する地域づくり活動発

掘・支援事業という地域づくり活動に

対する支援事業の中で、ＹＹＰに対す

る中間支援が行われていた。 

●本事業の実施以前より、はまなす財団

●「田園」未来を築く会は、村内施設の

指定管理者として取り組むとともに、

交流施設である遊稲の館を拠点に、農

作業体験等のプログラム提供や特産品

開発に取り組んできた。 

●田舎館村が地域主体で地域づくりに

●NPO 法人百華倶楽部は、管理する空き

店舗・空き家を活用して、様々な教室

やイベントを開催してきた実績と経験

があった。 

●商工会の青年部を中心としたメンバ

ーの中で、地域で生産される「キラリ



 
 

活動 

プロセス 

体 制 

北海道 夕張市 青森県 田舎館村 石川県 金沢市 長野県 上田市 広島県 安芸高田市 福岡県 久留米市 

が独自に実施する地域づくり活動発

掘・支援事業という地域づくり活動に

対する支援事業の中で、ＹＹＰに対す

る中間支援が行われており、継続的か

つ重点的な支援が必要と考え、支援対

象として選定した。 

取り組む課題意識が高かったこと、「田

園」未来を築く会が地域で積極的に地

域づくりに取り組む村内唯一の団体で

あったことから、「田園」未来を築く会

への支援を検討した。 

もち（大麦）」を使った商品開発の機運

が高まっていた。 

（４） 

商品企画 

・開発 

●札幌ゆうばり会（札幌在住の夕張出身

者の集まり）、大手旅行会社の営業担当

者等を対象としたモニタリングツアー

の企画・運営を支援し、観光資源の洗

い出し、課題整理につなげた（ツアー

ガイドを研修生が担当）。 

●夕張市内の観光事業者や有識者を講

師として呼び、観光ガイド養成講座の

企 画 ・ 運 営 を 支 援 （ H28.12.15 ～

H29.2.16 で計８回）。 

●平成 29 年３月２日から６日までの５

日間で開催される「ゆうばり国際ファ

ンタスティック映画祭」に合わせて、

ゆうばり観光案内センターで受講生の

観光ガイド研修を行った。 

●札幌市内の専門学校と大学にて、試作

したメロンスムージー、バウンドケー

キの試食会・意見交換会を実施し、試

作品に対する評価や改善策などについ

てＹＹＰメンバーと意見交換を行っ

た。 

●地元高校の先生や生徒も商品試作に

参画し、焼き菓子の試作品づくりが進

められた（来年度は地元高校の教育課

程の中に特産品開発のカリキュラムが

設けられる見込み）。 

●「夕張メロン」は夕張市農業協同組合

（JA 夕張市）の商標であり、そのブラ

ンドの許諾には、原材料や品質管理等

について高いレベルが求められるが、

許諾取得への YYP の高い熱意を踏まえ

て、JA 夕張市との協議を積み重ねた。 

●担い手が既に開発していた商品をベ

ースとしたレベルアップや製造体制の

改善に重点を置く支援を行った。基本

的には東奥信用金庫のネットワークを

活用して、協力企業を得ることで商品

開発の質や体制を確保していく方向の

支援を行った。 

米ぬかをつかったクッキー「ぬかっキ

ー」は、より米ぬかの特性を生かしや

すく日持ちがするラスクに変更すると

ともに、全て手作りで行っていた部分

をホテルでの製造へ変更する等の改善

を図った。 

米のエキスを使ったアイス「う米っす」

では、東奥信金の取引先（アイスメー

カー）を紹介し、製造・商品管理を含

めた担い手との取引を打診。 

●担い手や地域が主催となる有料イベ

ント（「田園」まつり）の企画・運営を

支援し、餅つきの指導や餅づくり等を

地域が主体でやってもらうようにし

た。 

●近隣地域で農家民泊に既に取り組ん

でいる NPO 法人の協力を得て、勉強会

を開催（２回）。２回目は県のグリーン

ツーリズムの担当課からも情報提供を

してもらい、農家民泊への理解促進、

漠然とした不安の払しょく等に努め

た。 

●事業を進めるにあたり、株式会社ガク

トラボが学生インターンシップ支援を

行い、それぞれの担い手に、学生イン

ターンをマッチングするとともに、双

方のコーディネートを担った。 

●NPO 法人くくのちのコンセプトに共感

するとともに、ニーズ（瓶物小ロット

対応可能）に対応可能な加工事業者に

ついて、株式会社北國銀行が自社のネ

ットワーク及び企業情報をもとに選定

し紹介した。また、紹介先企業への同

行訪問も行い、双方のつなぎ役を担っ

た。 

●LIFESTYLE 全体の事業計画書の策定支

援を行った。具体的には、創業者向け

に使用している事業計画をまとめるた

めのツールを活用し、事業に対する想

いや湯涌地区の将来像、現在及び今後

の収益事業等についてヒアリングを実

施した。 

 

●ニンニク栽培に精通した農業専門家

を派遣し、病気の予防法や堆肥の種類・

量等についての助言・指導を行い、品

質の向上（病気を防ぎ、玉の大きさも

安定化させる）を図った。 

●商品のブランディングや６次産業化

に関する専門家に同席してもらい助

言・指導を行った。 

担い手側がペルソナ（仮説的に設定し

た販売対象）を３人設定し、その３人

がどういう商品であれば買うのかを検

討（他社の美味だれ商品の味と比較す

る試食会を実施する等）。 

●味の改善として、玉ねぎやりんごを加

える試作品の検討を支援した。検討に

あたっては、「美味だれ」製造に醤油を

提供する地元事業者の意見も聞いた。 

●加工作業に関して、地元農家の女性が

活動している加工所への依頼を支援。 

●地域再生に関わる専門家（里山利活

用、商品開発、販路開拓、経営等）を

呼び、プログラム数の充実と多様化を

図る支援を行った。また、空き店舗・

空き家利活用に関する周知支援（チラ

シ作成等）も行った。 

●安芸高田市の紹介で、県立広島大学か

ら麦商品に関する特性や商品化に向け

たアドバイスを行った。 

●金融機関から紹介を受けた食品コー

ディネーターから、大麦の機能性を生

かした商品開発に関する助言・指導（コ

ンセプトやパッケージデザインの重要

性、SNS による拡散等）を行った。 

【久留米絣を使った「椅子」の開発】 

●Ｅまちｌａｂの人的ネットワークか

ら、デザインに関する雑誌などの編集

を行い、国内のデザイナーとのネット

ワークを有するコーディネーターと国

内外の様々なメーカーにデザインを提

供し、地場産業等を活かしたデザイン

の評価が高いデザイナーへの協力を依

頼した。 

●コーディネーター・デザイナーを久留

米市へ呼び、担い手とともに久留米絣

の織元視察、商品開発に向けたディス

カッションを行い、商品の方向性を検

討した。 

●担い手とともに何度も大川市へ足を

運び、事業目的に賛同し、協力してく

れそうな大川家具メーカーに説明（営

業）を行った。 

●織元（担い手）の工房でインテリアへ

の利用ができそうな強度を持つ生地が

ないか探すことにした。 

●担い手とともに、福岡県の工業試験場

に行き、指導を受けながら、久留米絣

の強度試験を行った。 

（５） 

デザイン 

●YYP との意見交換を踏まえながら、デ

ザインの専門家に協力してもらい、専

門家のアドバイスを踏まえて、夕張ブ

ランドの統一ロゴの決定を支援した

（最終的なロゴマークの決定は YYP に

任せた）。 

●デザインの専門家を講師に呼んだ勉

強会を開催し、パッケージデザインの

重要性等について学ぶ機会を持った

（菓子の素材よりもパッケージや製品

のデザインで「メロン感」を出すこと

が重要等）。 

－ － 

●デザイナーに参画してもらい、担い

手、体制との意見交換を踏まえて、コ

ンセプトやデザイン案を２つ提示して

もらい、担い手の意見を取り入れなが

ら検討を進めた。 



 
 

活動 

プロセス 

体 制 

北海道 夕張市 青森県 田舎館村 石川県 金沢市 長野県 上田市 広島県 安芸高田市 福岡県 久留米市 

（６） 

販路開拓 

●札幌市内の食関連のイベントやプロ

バスケットボールの試合会場、帯広市

でのイベントでスムージーの試験販売

を支援した。また、夕張市内の菓子店

２店舗等の既存商品の直売会も行っ

た。 

●平成２９年３月初めに開催されたゆ

うばりファンタスティック映画祭で

も、ＹＹＰメンバーによる直売会を支

援した。 

●ラスクの試作品については、「ビジネ

スマッチ東北 2016」に出店して試食ア

ンケートを実施。味については全体的

に良いという結果が出たが、なぜ米ぬ

かを使用しているのかが分からないた

め、お土産品としての魅力を感じづら

いとの意見が多数あった。 

●ジビエ肉の料金体系について、害獣の

確保及び加工に要する時間から原価を

算定する方法についてアドバイスし

た。 

●販売価格に関しては、卸先予定である

旅館や大学食堂からのヒアリングを通

じて予算面について把握した上で事業

としての継続・発展が見込まれる利益

の確保について助言した。 

●事業戦略について、LIFESTYLE として

のあるべき姿を明確にするとともに、

その実現に向けた今後の行動計画の立

案に係る支援を実施した。 

●大学の学生をマッチングし、主に新規

狩猟者確保に向けたイベントの企画及

び実行するための支援を実施した。 

●ウェブサイトの新規作成等により、販

路先の開拓、売り上げアップを図った。 

●試作品をつくり、上田市の協力を得て

観光物産館でのテストマーケティング

を支援し、顧客の声をリサーチした。

そして、顧客の声を担い手にフィード

バックし、改良を検討。 

－ 

●Ｅまちｌａｂとつながりのあった「ぴ

あ」の担当者と協議を重ね、開発した

椅子の販売を「ぴあ」のサイトを活用

して行うことができるよう支援した。 

（７） 

広報・プ

ロモーシ

ョン 

●全国を対象にモニターを集めて実施

するにはかなりの労力が必要であり、

担い手への負担も大きくなることが想

定されたこと、まずはファンづくりが

重要だと考えたこと等から、札幌ゆう

ばり会への周知と参加依頼を行った。 

●また、取組を取材して記事として発信

してもらうために、メディア関係者に

もツアーへ参加してもらった。 

●田んぼアート開催時に来場者アンケ

ートを実施し、来場者の属性や志向等

について把握し、IT 活用によるデータ

ベース化を支援。 

●本事業を通じて新規狩猟者を募集す

るためのウェブサイト構築を支援し

た。 

●ウェブサイトのリニューアルを図る

とともに販売促進用のチラシ作製を支

援した。また、Facebook、公式 HP、新

聞へのプレスリリース等も行った。 

●チラシを甲立駅の構内に貼るととも

に、体制のウェブサイト上で担い手の

活動状況を発信し、取組内容の周知を

支援した。 

【久留米絣を使った「酒袋」のプロモー

ション】 

●モニターツアーで限定的に行うより

も、より幅広い層に久留米絣に触れて

もらう機会をつくる方が良いと考え、

手に取って久留米絣幅広い方に手に取

っていただきやすい商品を開発するこ

ととなった。 

●酒袋の製作費の確保が難しかったこ

と、在庫を抱えるリスクを回避するこ

と等から、筑邦銀行が業務提携先とし

てもつクラウドファンディングのスキ

ームを使い、受注生産型で酒袋を開発・

販売していくこととした。また、クラ

ウドファンディングを活用すること

で、プロモーション効果も期待できた。 

●担い手、Ｅまちｌａｂともにつながり

のあった久留米市内の酒蔵「旭菊」に、

「酒袋」とのコラボに関する協力を依

頼した。 

●筑邦銀行よりクラウドファンディン

グ実施のニュースリリースを発表し

た。 

●市役所のネットワークを活用し、記者

レクチャーの調整を行った。 

（８） 

モチベー

ションの

維持・向

上 

●多い時は週に３～４回、夕張まで出向

き、面と向かって担い手の相談に乗る

ようにした。 

●ロゴマークの決定等、活動の方向性を

決める場面では YYP の意見を重視し

た。 

●新商品の広報・プロモーションや販路

開拓では、新商品に限らず、既存の夕

張の特産品も含めて行った。 

●商品開発や試験販売等の経験を通じ

て、地域資源を活用した商品開発が自

分たちでもできるという自信が大きな

刺激になった。 

●米ぬかを使用した「米ぬかサイダー」

を瓶詰めする等してお土産品としての

販売を検討したが、同時期に村内で類

似品の商品化を行った農家があり、村

内での競合を避ける意味で商品化を断

念した。 

●株式会社北國銀行の支援により、加工

を委託できる事業所が決定し、生産体

制が整った。 

●ソーシャルベンチャーが抱える悩み

に対する相談対応や効果的な外部連携

の方法、またイベントの企画・実施時

におけるノウハウ等についてアドバイ

スした。 

●既存の「美味だれ」デザインは、担い

手のスタッフだけで決めていたが、今

回は担い手に加えて生徒も検討に参画

してもらい、事業の目的等も共有しな

がらディスカッションを積み重ねた。 

●機能性表示食品セミナーや農商工連

携フォーラムに参加し、基礎知識を学

ぶ機会をつくった。 

●体制の意見を押し付けるのではなく、

担い手が温めていたアイデアの実現を

支援するなど、担い手が主役であるこ

とに留意した。 

●また、担い手と一緒に考える・担い手

と一緒に関係者の調整を行うなど「並

走支援」を行うことで、協議会のネッ

トワークやノウハウを伝えるようにし

た。 

●デザイナーや酒造、家具メーカーなど

の関係者が増え、商品化に向けて歩み

が進み始めることで担い手のモチベー

ションはさらに高まっていった。 

 


